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香川県庁本館２１階特別会議室 

 

 

 

１．開会 

 

２．会長挨拶 

 

３．議事 

 

（１）役員の改選について 
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資料１ 

平成２８年度「大学コンソーシアム香川」事業報告 

 

１．大学コンソーシアム香川総会等 

 平成 28 年 6 月 10 日に、大学コンソーシアム香川（以下「コンソーシアム」とい

う。）平成 28 年度総会を開催し、平成 28 年度実施事業等について、議決を行った。 

 平成 28 年 11 月 15 日に、コンソーシアム運営委員会第 1 回会合を開催し、平成

29 年度実施事業について、検討を行った。 

  平成 29 年 3 月 27 日に、コンソーシアム運営委員会第 2 回会合を開催し、平成 29

年度実施事業について、検討を行った。 

 

２．平成２８年度実施事業 

（１）広報活動（新聞広告） 

   県内の高校生及び中学生（以下「県内高校生等」という。）の進学に際し、県内

大学・短期大学・高等専門学校（以下「県内大学等」という。）への興味・関心を

喚起するとともに、県内大学等及び県が一同に広告を行うことで、県内高校生等

及びその保護者が県内大学等を意識し、県内大学等への認識を持つ契機となるこ

とを目的として、平成 28 年 7 月 1 日の四国新聞に県内大学等の紹介や県の「魅

力ある大学づくり」についての広告記事別紙１を掲載するとともに、県内高等学

校に周知を行った。 

 

（２）広報活動（情報提供スペース） 

   県内大学等への理解を深め、進学者の増加を促すことを目的として、希望する

県内高校に専用の情報提供スペース（パンフレットスタンド）を設け、県内大学

等が自校の情報発信（学校案内、募集要項、オープンキャンパスチラシ等）を行

った。 

   平成２８年度においては、設置希望のあった１５校（詳細は、別紙２のとおり）

に設置を行った。 

 

（３）県内大学等合同進学説明会 

   県内高校生の県内大学・短期大学への興味・関心を喚起し、理解を深めること

により、県内進学者の増加、若者の県内定着促進を目的として、希望する県内高

校において全ての県内大学・短期大学による合同進学説明会を開催した。 

平成２８年度においては、５校で開催した。（詳細は、別紙３のとおり） 

 

（４）ホームページの作成 

   コンソーシアムの活動について情報発信を行うため、「大学等との連携」の一

環として、香川県ホームページ内に「大学コンソーシアム香川」のページを作成

した。（平成２８年８月） 



資料１ 

３．県の関連事業 

（１）香川県大学等魅力づくり補助事業 

   県内大学等の活性化を図り、若者の県内定着を促進することを目的とし、県内

大学等が自らの特長を生かして行う「魅力ある大学づくり」に対して支援を行っ

た。 

   平成２８年度においては、県内大学等８校に対して、支援を行った。 

 

（２）香川県キャンパスメンバーズ制度 

   県内大学等に在籍する学生が、栗林公園や県立文化施設（県立ミュージアム、

東山魁夷せとうち美術館）を利用しやすい環境を提供することで、学生生活をよ

り豊かなものにするとともに、地域社会に関する学習の充実に役立てることを目

的とした制度を設け、平成２８年６月から運用を開始した。（２８年度における

利用実績は、別紙４のとおり） 





パンフレットスタンド設置高等学校一覧

学校名 郵便番号 所在地

1 高松工芸高等学校 760-0017 高松市番町2-9-30

2 高松南高等学校 761-8084 高松市一宮町531

3 高松北高等学校 761-0121 高松市牟礼町牟礼1583-1

4 高松桜井高等学校 761-8076 高松市多肥上町1250

5 香川県大手前高松高等学校 761－8062 高松市室新町1166

6 高松中央高等学校 760－0068 高松市松島町一丁目14－8

7 丸亀城西高等学校 763-0052 丸亀市津森町位267

8 坂出高等学校 762-0031 坂出市文京町2-1-5

9 善通寺第一高等学校 765-0013 善通寺市文京町1-1-5

10 観音寺総合高等学校 768-0068 観音寺市天神町1-1-15

11 石田高等学校 769-2321 さぬき市寒川町石田東甲1065

12 志度高等学校 769-2101 さぬき市志度366-5

13 高瀬高等学校 767-0011 三豊市高瀬町下勝間2093

14 三木高等学校 761-0702 三木町平木750

15 琴平高等学校 766-0002 琴平町142-2

別紙２



県
内
大
学
等
合
同
進
学
説
明
会

○
２
８
年
度
実
施
状
況
等

○
2
8
年
度
の
実
績
は
、
5
校
（
参
考
：
2
7
年
度
実
施
数

5
校
）

善
通
寺
第
一
高
校

香
川
中
央
高
校

高
松
西
高
校

高
松
工
芸
高
校

尽
誠
学
園
高
校

実
施
年
月
日

６
月
１
日

６
月
２
２
日

１
０
月
２
０
日

１
１
月
１
８
日

１
２
月
１
２
日

対
象
者

２
年
生

（
全
員
）

２
年
生

（
全
員
）

２
年
生
（
全
員
）

保
護
者
（
希
望
者
）

２
年
生

（
希
望
者
）

２
年
生

（
希
望
者
）

参
加
人
数

（
実
人
数
）

生
徒
２
３
１
名

生
徒
３
１
７
名

生
徒
３
１
４
名

生
徒
１
３
８
名

生
徒
８
２
名

時
間

1
4
:2
5
～
1
6
:1
5

（
1
1
0
分
）

1
2
:2
0
～
1
3
:1
0

（
5
0
分
）

1
4
:0
0
～
1
6
:0
0

（
1
2
0
分
）

1
3
:2
0
～
1
5
:0
0

（
1
0
0
分
）

1
3
:0
0
～
1
4
:2
0

（
8
0
分
）

実
施
形
態

学
部
説
明
会
実
施

教
室
ご
と
に
2
コ
マ

（
1
コ
マ
2
0
分
）

教
室
ご
と
に
1
コ
マ

（
１
コ
マ
5
0
分
）

学
部
説
明
会
実
施

教
室
ご
と
に
2
コ
マ

（
１
コ
マ
2
5
分
）

体
育
館
で
ブ
ー
ス

ご
と
に
3
コ
マ

（
1
コ
マ
2
5
分
）

全
体
会
実
施

教
室
ご
と
に
2
コ
マ

（
1
コ
マ
3
0
分
）

位
置
づ
け

総
合
学
習
、
ロ
ン

グ
ホ
ー
ム
ル
ー
ム

総
合
学
習

総
合
学
習

通
常
授
業

定
期
試
験
後
の
放

課
後

別紙３



県
内
大
学
等
合
同
進
学
説
明
会

○
実
施
高
校
の
感
想
等

【
良
い
点
】

・
希
望
通
り
の
先
生
に
来
て
も
ら
え
た
の
で
、
生
徒
も
具
体
的
な
話
を
興
味
を
持
っ
て
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

・
熱
心
に
説
明
い
た
だ
き
、
生
徒
も
満
足
し
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

・
学
部
・
学
科
の
内
容
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
と
い
う
当
初
の
目
的
が
達
成
で
き
た
分
野
も
あ
っ
た
。

【
改
善
点
・
課
題
等
】

・
大
学
の
P
R
が
中
心
と
な
り
本
来
の
目
的
（
学
部
・
学
科
の
内
容
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
）
と
ず
れ
が
一
部
生
じ
て
い
た

の
で
、
今
後
の
改
善
を
希
望
す
る
。

・
普
段
か
ら
学
生
を
相
手
に
授
業
を
し
て
い
る
方
に
来
て
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
。

・
説
明
者
に
よ
っ
て
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
差
が
あ
っ
た
。
生
徒
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
プ
レ
ゼ
ン
を
お
願
い

し
た
い
。



香
川
県
キ
ャ
ン
パ
ス
メ
ン
バ
ー
ズ
制
度
利
用
実
績
（
平
成
２
８
年
度
）

（
単
位
：
人
）

施
設
名

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

１
０
月

１
１
月

１
２
月

１
月

２
月

３
月

年
間
計

栗
林
公
園

1
0
7

2
2
6

1
7
6

9
0

9
4

9
0
6

1
0
3

3
8

1
2
4

2
4
9

2
,1
1
3

香
川
県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

4
1
9

9
2

4
1
9

7
3

0
2
7

9
4

香
川
県
立
東
山
魁
夷
せ
と

う
ち
美
術
館

3
1
6

6
0

0
1

2
0

1
1

3
0

合
計

0
0

1
1
4

2
6
1

1
9
1

9
2

9
8

9
2
6

1
1
2

4
1

1
2
5

2
7
7

2
,2
3
7

※
各
月
初
日
か
ら
末
日
ま
で
の
「
香
川
県
キ
ャ
ン
パ
ス
メ
ン
バ
ー
ズ
制
度
」
を
利
用
し
て
、
各
施
設
を
利
用
し
た
利
用
者
の
延
人
数

別紙４



[収入の部] （単位：円）

科目 予算額 決算見込額 備考

会費 3,360,000 3,360,000
県内大学等　1,680千円（@280千円×6団体）
香川県　1,680千円

繰越金 164,364 164,364

預金利子 0 7
H28.9.12　3円収入済
H29.3.13　4円収入済

その他の収入 0 0

合計 3,524,364 3,524,371

[支出の部] （単位：円）

科目 予算額 決算見込額 備考

需用費 24,364 5,830 総会・運営委員会出席者への飲料代金　5,830

役務費 1,900,000 1,815,480
広告料（新聞広告掲載料）　1,814,400
振込手数料　1,080

委託料 1,600,000 719,820 広報媒体設置業務委託　719,820

公課費 0 600 契約に伴う収入印紙　600

次年度への繰越金 0 982,641

合計 3,524,364 3,524,371

大学コンソーシアム香川　平成２８年度収支決算見込書

資料２





資料３ 

平成２９年度「大学コンソーシアム香川」事業計画（案） 

 

１．平成２９年度実施事業 

（１）広報活動（新聞広告）・・・実施時期：（予定）７月上旬 

   県内高校生等の進学に際し、県内大学等への興味・関心を喚起するとともに、県内大

学等及び県が一同に広告を行うことで、県内高校生等及びその保護者が県内大学等を意

識し、県内大学等への認識を持つ契機となることを目的として、県内大学等のオープン

キャンパス・学校説明会等や県の「魅力ある大学づくり」についての広告記事を７月に

掲載する。 

 

（２）広報活動（情報提供事業）・・・実施時期（予定）：広告記事掲載後、速やかに 

   県内高校生への県内大学等に対する認知度向上を図るため、新聞に掲載した広告記事

をポスター（約１，１００枚）、チラシ（約１５，０００枚）とし、県内高校に配布す

る。あわせて、チラシの裏面を活用し、県の施策やコンソーシアムの活動について情報

発信を行う。（チラシイメージ案別紙１のとおり） 

 

（３）広報活動（情報提供スペース）・・・実施時期（予定）：８月末までに設置 

   県内大学等に対する理解を深め、進学者の増加を促すことを目的として、希望する県

内高校に専用の情報提供スペース（パンフレットスタンド）を設け、県内大学等が自校

の情報発信（学校案内、募集要項、オープンキャンパスチラシ等）を行う。 

   事前に行った調査では、１校から設置希望があった。 

 

（４）広報活動（出前講座等の情報提供）・・・実施時期（予定）：７月上旬頃 

   主に県内高校生を対象に、県内大学等が実施している出前講座等の情報を集約し、県

内高校に周知するとともに、ホームページ等で情報発信を行う。（詳細は、別紙２のと

おり） 

 

（５）県内大学等合同進学説明会・・・実施時期（予定）：随時実施 

   県内高校生の県内大学・短期大学への興味・関心を喚起し、理解を深めることにより、

県内進学者の増加を促し、若者の県内定着を促進することを目的として、希望する県内

高校において全ての県内大学・短期大学による合同進学説明会を開催する。 

平成２９年度においては、４校（県立２校、私立２校）で実施を予定している。 

 

（６）県内自治体等との連携・・・実施時期（予定）：６月中下旬頃 

   県内自治体が県内大学等に在籍する学生等の参加を希望する行事について、積極的に

県内大学等へ周知を行うよう依頼する。あわせて、県内大学等の窓口を集約し、県内自

治体へ情報提供を行う。（詳細は、別紙３のとおり） 
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２．県の関連事業 

（１）香川県大学等魅力づくり補助事業 

   県内大学等の活性化を図り、若者の県内定着を促進することを目的とし、県内大学等

が自らの特長を生かして行う「魅力ある大学づくり」に対して支援を行っている。 

 

（２）香川県キャンパスメンバーズ制度 

   県内大学等に在籍する学生が、栗林公園や県立文化施設（県立ミュージアム、東山魁

夷せとうち美術館）を利用しやすい環境を提供することで、学生生活をより豊かなもの

にするとともに、地域社会に関する学習の充実に役立てることを目的とした「香川県キ

ャンパスメンバーズ制度」を引き続き、運用している。（２９年度においても、全ての

県内大学等が参加） 

 

（３）新たな専門職業大学（仮称）等支援検討事業 

   若者の県外流出に歯止めをかけるため、中央教育審議会答申（平成２８年５月３０日）

における「実践的な職業教育を行う新たな高等教育機関」等について、情報収集や関係

機関との協議・連絡調整等を行うとともに、設置に向けた支援の検討を行う。 

 



 

 
 

＜オープンキャンパス日程＞ 

７月 

８日（土） 香川短期大学 

１７日（月） 徳島文理大学 

２２日（土） 四国学院大学、高松大学・高松短期大学、県立保健医療大学 

２３日（日） 香川短期大学 

８月 

２日（水） 香川大学 

３日（木） 香川大学 

５日（土） 香川高等専門学校 

６日（日） 徳島文理大学、香川短期大学、香川高等専門学校 

８日（火） 香川大学 

１１日（金） 四国学院大学 

１９日（土） 高松大学・高松短期大学、香川高等専門学校 

２０日（日） 徳島文理大学 

９月 

１６日（土） 高松大学・高松短期大学 

１７日（日） 徳島文理大学 

２３日（土） 四国学院大学 

 

 

 

 

 

 

 

日 月 火 水 木 金 土
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9 10 11 12 13 14 15
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30 31
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1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12
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27 28 29 30 31

８月

日 月 火 水 木 金 土
1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

９月
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チラシ裏面イメージ（案） 

 

★県内大学等による合同進学説明会、出前講座をご活用ください！ 

・若者の県内定着促進を図るため、大学コンソーシアム香川では、県内大学等の合同進学説明会や出前講

座など、県内大学等への理解を深めていただく取組みを実施しています。 

・全ての県内大学・短期大学が参加する合同進学説明会や様々な分野での出前講座を取り揃えていますので、是

非、ご活用ください。 

・合同進学説明会は、年度末・年度初めに希望校を募集しています。出前講座は、随時開催しています。 

（URL：http://www.pref.kagawa.lg.jp/content/etc/subsite/daigakurennkei/daigakurennkei/daigakurennkei1/index.shtml） 

【問合せ先】 大学コンソーシアム香川事務局（香川県政策部地域活力推進課内） 

 TEL 087-832-3105 ／ FAX 087-831-1165 

★希望者に対し、地元就職に関する情報提供を行っています！ 

・県外に進学した場合、県内に進学した場合と比べ、県内企業の求人情報の入手が困難な傾向にあります。 

・このため、県では、希望される方に対して、各種就職支援サービスや県内企業の情報を盛り込んだ冊子を提

供するなど、県内での就職活動が円滑に行えるようサポートしています。県内進学された場合でも、地元香

川での就職活動に役立ててもらうため、同様の情報提供を行います。 

・この情報提供は、学校を通じて配布される所定の調査票により希望された方が対象となりますので、是非、

ご活用ください。 

【問合せ先】 香川県政策部地域活力推進課 TEL 087-832-3125 ／ FAX 087-831-1165 

★奨学金による地元定着を促進しています！ 

・県では、意欲や能力が高いにもかかわらず、経済的な理由で大学等への進学が困難な方への無利子奨学金の貸

付や、若者の地元定着を促す返還金の一部免除を行っています。また、この制度に加え、香川県の産業を担う

人材の確保・定着を図ることを目的に日本学生支援機構奨学金（無利子）の返還支援に取り組んでいます。 

＜香川県大学生等奨学金＞（URL：http://www.pref.kagawa.lg.jp/seisaku/daigaku/index.html） 

・学校種別（大学・短大等）や通学形態に応じた奨学金（大学の場合、月額 3～6万 4千円）を標準修業期間 

中、毎月無利子で貸し付けます。さらに、Uターン就職を促進するため、卒業後 6ヶ月以内に、県内で移住・ 

就業し 3年を経過した場合、返還額の一部を免除します。 

・また、県内の大学等へ進学する場合は、1万円を加算した貸付月額を選択でき、この加算額も一部免除の対 

象としています。 

＜日本学生支援機構の奨学金（無利子）の返還支援＞ 

（URL：http://www.pref.kagawa.lg.jp/seisaku/henkanshien/index.html） 

・大学等の理工系学部当へ進学することなどを要件に、日本学生支援機構の第 1種（無利子）奨学金が優先的 

に貸与されるよう推薦を行うとともに、卒業後 6ヶ月以内に、県内で移住し、県の「産業成長戦略」に定め 

る成長のエンジンとなる分野（バイオ関連やものづくり分野など）で一定期間就業することなどを要件に奨学

金の返還額の一部を支援します。 

【問い合わせ先】香川県政策部政策課 TEL 087-832-3122 ／ FAX 087-806-0234 

高校３年生の皆様へ（香川県からのお知らせ） 

高校２年生の皆様へ（香川県からのお知らせ） 

高校教員の皆様へ（大学コンソーシアム香川からのお知らせ） 



 

２９大コ第     号 

平成２９年  月  日 

 

 

香川県内自治体大学等連携所管課長 様 

 

 

大学コンソーシアム香川（会長名） 

 

 

県内大学等への情報提供について 

 

 

時下益々御清栄のこととお慶び申し上げます。 

平素は、本会の教育研究活動に御理解と御協力を賜り、厚くお礼申し上げます。 

 さて、平成２７年９月に香川県内の大学、短期大学及び高等専門学校（以下「県内

大学等」とういう。）が相互に連携・交流し、香川県内の教育の質的向上を推進すると

ともに、地域社会の発展に寄与することを目的として、大学コンソーシアム香川を設

立したところです。 

 大学コンソーシアム香川では、県内大学等の情報の提供・広報に関する事業を実施

してきたところですが、今後、地域との交流・連携の促進を図っていきたいと考えて

おります。 

 つきましては、貴団体において学生・教員を対象とする行事（イベント、シンポジ

ウム、フェスティバル等）、または学生・教員の参加を希望する行事を開催される場

合、行事の開催時期等によっては、学生・教員の参加が難しいこともあるかとは存じ

ますが、県内大学等への積極的な情報提供に御協力いただきますようお願いいたしま

す。ご参考までに情報提供いただける場合の送付先一覧を送付させていただきます。 

 なお、従前から情報提供いただいている行事につきましては、引き続き従前の送付

先に情報提供いただくようお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問合せ先】 

大学コンソーシアム香川事務局 

（香川県政策部地域活力推進課内） 

TEL 087-832-3105 FAX 087-831-1165 

E-mail chiiki@pref.kagawa.lg.jp 

別紙３ 



 ＜
県
内
大
学
等
に
お
け
る
情
報
提
供
先
一
覧
＞
 

 

大
学
等
の

名
称

 
住

所
 

部
署

 
E

-m
a

il
 

T
E

L
/F

A
X

 

香
川
大
学

 
〒

7
6

0
-8

5
2

1
 

高
松
市

幸
町

1
番

1
号

 
学

術
・
地

域
連

携
推
進

室
 

地
域
連
携

推
進

グ
ル
ー

プ
 

ch
ii

k
i2

@
ji

m
.a

o.
k

a
g
a

w
a

-u
.a

c.
jp

 

T
E

L
：

0
8

7
-8

3
2

-1
3

6
8

  
F

A
X
：

0
8

7
-8

3
2

-1
3

5
7

 

県
立
保
健

医
療

大
学

 
〒

7
6

1
-0

1
2

3
 

高
松
市

牟
礼

町
原

2
8

1
番
地

1
 

事
務
局

 
h

ok
en

ir
y
od

a
ig

a
k

u
@

p
re

f.
k

a
g
a

w
a

.l
g
.j

p
 

T
E

L
：

0
8

7
-8

7
0

-1
2

1
2
 

F
A

X
：

0
8

7
-8

7
0

-1
2

0
2

 

四
国
学
院

大
学

 
〒

7
6

5
-8

5
0

5
 

善
通
寺

市
文

京
町

3
丁
目

2
番

1
号

 
リ

エ
ゾ
ン

・
セ

ン
タ
ー

 
li

a
is

on
@

sg
-u

.a
c.

jp
 

T
E

L
：

0
8

7
7

-6
2

-2
2

0
8
 

F
A

X
：

0
8

7
7

-6
2

-2
2

0
8

 

徳
島
文
理

大
学

 
〒

7
6

9
-2

1
9

3
 

さ
ぬ
き

市
志
度

1
3

1
4

-1
 

(教
員

)総
務
部

 

(学
生

)学
生
部

 

a
d

m
in

@
k

g
w

.b
u

n
ri

-u
.a

c.
jp

 

T
E

L
：

0
8

7
-8

9
9

-7
1

0
0
 

F
A

X
：

0
8

7
-8

9
4

-4
5

4
5

 

高
松
大
学

・
高

松
短
期

大
学

 
〒

7
6

1
-0

1
9

4
 

高
松
市

春
日
町

9
6

0
 

地
域
連
携

セ
ン

タ
ー

 
k

ik
a

k
u

@
ta

k
a

m
a

ts
u

-u
.a

c.
jp

 

T
E

L
：

0
8

7
-8

4
1

-2
1

6
4
 

F
A

X
：

0
8

7
-8

4
1

-3
0

6
4

 

香
川
短
期

大
学

 

〒
7

6
9

-0
2

0
1
 

綾
歌
郡

宇
多

津
町
浜

一
番

丁
1

0
番

地
 

総
務
部

 
so

u
m

u
＠

k
jc

.a
c.

jp
 

T
E

L
：

0
8

7
7

-4
9

-5
5

0
0
 

F
A

X
：

0
8

7
7

-4
9

-5
2

5
2

 

香
川
高
等

専
門

学
校

 
〒

7
6

1
-8

0
5

8
 

高
松
市

勅
使
町

3
5

5
 

総
務
課
研

究
協

力
係

 
k

en
k

y
u

@
t.

k
a

g
a

w
a

-n
ct

.a
c.

jp
 

T
E

L
：

0
8

7
-8

6
9

-3
8

1
5
 

F
A

X
：

0
8

7
-8

6
9

-3
8

1
9

 

  



[収入の部] （単位：千円）

科目 予算額 備考

会費 2,002
県内大学等　1,002千円（@167千円×6団体）
香川県　1,000千円

前年度からの繰越金 982

その他の収入 0

合計 2,984

[支出の部] （単位：千円）

科目 予算額 備考

需用費 902
・チラシ、ポスター印刷　600千円
・出前講座情報提供（印刷代）等　282千円
・会議開催時の飲料等　20千円

役務費 1,900 ・広告料（新聞広告掲載料）

委託料 180 ・パンフレットスタンド購入・設置に要する経費（2校程度）

公課費 2 ・契約に伴う収入印紙代

合計 2,984

大学コンソーシアム香川　平成２９年度予算書（案）

資料４



資料５ 

 大学コンソーシアム香川会費（案） 

 

１．平成２９年度における会費については、コンソーシアムの運営、広報活動（新

聞広告及び情報提供スペース）及び県内大学等合同進学説明会に要する経費（以

下「事業費」という。）をもとに算定する。 

２．事業費の２分の１については、県が負担金として支出するものとし、当該県負

担分に香川県立保健医療大学の会費を含むものとする。 

３．事業費の２分の１については、県内大学等（香川県立保健医療大学を除く。以

下同じ。）の数で除した額を各県内大学等の会費とする。 

４．以上の結果、平成２９年度における会費については、次の表に記載の額とする。 

 

構成員の名称 会費 

香川県 1,000 千円 

香川県立保健医療大学 － 

香川高等専門学校 167 千円 

香川大学 167 千円 

香川短期大学 167 千円 

四国学院大学 167 千円 

高松大学・高松短期大学 167 千円 

徳島文理大学 167 千円 

（50 音順） 

 

５．平成３０年度以降の会費については、実施事業の内容に応じて、経費の按分方

法（学校数均等割、学生数按分等）を含め、別途、検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１　入学の状況

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

2,090 100% 2,098 100% 2,077 100% 2,109 100%

県内出身 752 36.0% 784 37.4% 785 37.8% 845 40.1%

県外出身 1,338 64.0% 1,314 62.6% 1,292 62.2% 1,264 59.9%

374 100.0% 373 100.0% 331 100.0% 382 100.0%

県内出身 333 89.0% 338 90.6% 302 91.2% 346 90.6%

県外出身 41 11.0% 35 9.4% 29 8.8% 36 9.4%

296 100.0% 289 100.0% 292 100.0% 295 100.0%

県内出身 256 86.5% 249 86.2% 266 91.1% 266 90.2%

県外出身 40 13.5% 40 13.8% 26 8.9% 29 9.8%

2,760 100.0% 2,760 100.0% 2,700 100.0% 2,786 100.0%

県内出身 1,341 48.6% 1,371 49.7% 1,353 50.1% 1,457 52.3%

県外出身 1,419 51.4% 1,389 50.3% 1,347 49.9% 1,329 47.7%

※H26～H28：文部科学省「学校基本調査」、H29：香川県政策部地域活力推進課集計

２　就職の状況

人数 割合 人数 割合 人数 割合

1,511 100% 1,511 100% 1,558 100%

県内就職 664 43.9% 646 42.8% 705 45.3%

県外就職 847 56.1% 865 57.2% 853 54.7%

335 100.0% 325 100.0% 320 100.0%

県内就職 318 94.9% 296 91.1% 294 91.9%

県外就職 17 5.1% 29 8.9% 26 8.1%

126 100.0% 137 100.0% 143 100.0%

県内就職 42 33.3% 46 33.6% 44 30.8%

県外就職 84 66.7% 91 66.4% 99 69.2%

1,972 100.0% 1,973 100.0% 2,021 100.0%

県内就職 1,024 51.9% 988 50.1% 1,043 51.6%

県外就職 948 48.1% 985 49.9% 978 48.4%
※香川県政策部地域活力推進課集計

【上記２のうち、県内出身者のみの就職状況】

人数 割合 人数 割合 人数 割合

592 100% 557 100% 606 100%

県内就職 467 78.9% 442 79.4% 499 82.3%

県外就職 125 21.1% 115 20.6% 107 17.7%

314 100.0% 295 100.0% 293 100.0%

県内就職 308 98.1% 283 95.9% 280 95.6%

県外就職 6 1.9% 12 4.1% 13 4.4%

111 100.0% 120 100.0% 123 100.0%

県内就職 40 36.0% 44 36.7% 42 34.1%

県外就職 71 64.0% 76 63.3% 81 65.9%

1,017 100.0% 972 100.0% 1,022 100.0%

県内就職 815 80.1% 769 79.1% 821 80.3%

県外就職 202 19.9% 203 20.9% 201 19.7%
※香川県政策部地域活力推進課集計

大学

短期大学

高等専門学校

合計

H26.4入学者 H27.4入学者 H28.4入学者 H29.4入学者
入学者

H27.3卒就職者 H28.3卒就職者 H29.3卒就職者

大学

高等専門学校

合計

就職者（全体）

県内大学等における入学・就職の状況

短期大学

高等専門学校

合計

就職者
（県内出身者）

H27.3卒就職者 H28.3卒就職者 H29.3卒就職者

大学

短期大学

資料６



学校教育法の一部を改正する法律案の概要
【実践的な職業教育を行う新たな高等教育機関（「専門職大学」等）の制度化について】

平成３１年４月１日

大学制度の中に位置付けられ、専門職業人の養成を目的とする新たな高等教育機関として、「専門
職大学」及び「専門職短期大学」の制度を設ける。

《法制度の概要》

１ 目的等
①機関の目的
・ 深く専門の学芸を教授研究し、専門職を担うための実践的かつ応用的な能力を育成・
展開することを目的とする。

→ ＊実習等の強化(卒業単位の概ね３～４割以上。長期の企業内実習等）
＊実務家教員の積極的任用（必要専任教員数の概ね４割以上）

②学位の授与

・ 課程修了者には、文部科学大臣が定める学位を授与する。
→  ＊｢学士（専門職）｣又は｢短期大学士（専門職）｣を授与

２ 社会のニーズへの即応

①産業界等との連携

・ 専門職大学等は、文部科学大臣の定めるところにより、専門性が求められる職業に関連
する事業を行う者等の協力を得て、教育課程を編成・実施し、及び教員の資質向上を図る。
→ ＊産業界等と連携した教育課程の開発・編成・実施のための体制整備

②認証評価における分野別評価等

・ 専門職大学等の認証評価においては、専門分野の特性に応じた評価を受ける。
→ ＊産業界等と連携した認証評価の体制整備
＊評価に基づく厳格な公的資金の配分

３ 社会人が学びやすい仕組み

①前期・後期の課程区分
・ 専門職大学（４年制）の課程は、前期（２年又は３年）及び後期（２年又は１年）に区分できる。

②修業年限の通算

・ 実務の経験を有する者が入学する場合には、文部科学大臣の定めにより、当該実務経験を
通じた能力の修得を勘案して、一定期間を修業年限に通算できる。

→ ＊ このほか、科目履修、長期履修等の柔軟な履修形態により、社会人が学びやすい環境を整備
（短期の学修成果の積み上げによる学位取得等を促進）

→ 法改正を経た上で、設置基準(省令)等により具体的な制度設計を予定 [＊印 ]

理論にも裏付けられた高度な実践力を強みとして、専門業務を牽引できる人材

変化に対応しつつ、新たなモノやサービスを創り出すことができる人材

理論にも裏付けられた高度な実践力を強みとして、専門業務を牽引できる人材

変化に対応しつつ、新たなモノやサービスを創り出すことができる人材

今後の成長分野を見据え、新たに養成すべき専門職業人材

《例》

豊かな

創造力

高度な

実践力
＋

【観光分野】：適確な接客サービスに加えて、サービスの向上や旅行プランの開発を企画し、実行できる人材

【農業分野】：質の高い農産物の生産に加えて、直売、加工品開発等も手掛け、高付加価値化、販路拡大等を先導できる人材

【情報分野】：プログラマーやデザイナーとしての実践力に加えて、他の職業分野と連携し、新たな企画構想を商品化できる人材
など

かつ

○ 「第四次産業革命」の進展と国際競争の激化に伴い、産業構造が急速に転換する中、優れた専門

技能等をもって、新たな価値を創造することができる専門職業人材の養成が急務。

施行期日

高等専門職業教育の新たな枠組みにより、社会の変化に対応しつつ、人材養成の強化を図る。

趣旨・背景

概 要


